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中国福建省に眠る慶良間諸島の船乗りたち 
前⽥ ⾈⼦（沖縄⼤学） 

◎那覇から福建への唐旅 

 琉球は、中国（明朝・清朝）への朝貢（進貢）に際し、
⼤唐船１隻と⼩唐船１隻の計２隻を福建の港へ派遣
していた。この⼤唐船は、「⼀号船」または「頭号船」
と呼ばれ、⼩唐船は「⼆号船」と呼ばれた。 
 進貢使節を率いる⾸⾥⼠族や、中国語（官話）を駆
使して外交交渉を⾏う久⽶村⼠族たちは⼤唐船に乗
船した。２隻の船にはそれぞれ、航海の指南役であ
り、操縦技術に⻑けた離島出⾝の船乗り（⽔主）たち
が乗船していた。その⽔主たちについて、名前の記録
がほとんどなく、彼らの素性や役割などの詳細は不
明である。 

ときに、⽔主たちが福建周辺の海域で座礁したり現地で病死したりすると、福建当局は彼らを該地に埋
葬し、琉球⼈専⽤の墓園を建⽴した。その墓碑銘から、離島出⾝の⽔主たちの存在を知ることができる。 
 下の表は、2013 年から 2016 年にかけて、沖縄県教育庁⽂化財課と福建師範⼤学閩台研究所が合同で調
査した福建省内の琉球⼈墓碑の現存状況である。内訳は、阿嘉村 1 名、座間味間切慶留間村 3 名、渡嘉敷
間切 5 名である。 
1980 年 
の調査 

墓 碑 銘 2013〜16 年の調査 
出⾝ 肩書 名前 没年 墓碑の設置場所 

No.1 阿嘉村 ⼤唐船⽔主 与那嶺仁屋 乾隆 44 年（1779）7 ⽉ 4 ⽇ 福州⾟亥⾰命記念館倉庫 
No.2 座間味間切慶(留)間村 迎船作事 ⼤城筑登之 嘉慶 15 年（1810）2 ⽉ 4 ⽇ （不明） 
No.3 慶留(間)村 ⼩唐船佐事 ⼤城筑登之親雲上 道光 22 年（1842）11 ⽉ 2 ⽇ 福建師範⼤学キャンパス内 
No.4 座間味間切慶留間村 ⼤唐船⽔主 新屋之仲村渠仁屋 道光 29 年（1849）2 ⽉ 17 ⽇ 福州⾟亥⾰命記念館倉庫 
No.5 渡嘉敷間切渡嘉敷村 ⼩唐船⽔主 ⼩嶺 乾隆 50 年（1785）7 ⽉ 19 ⽇ 福州琉球館 

No.6 渡嘉敷間切 接貢作事 仲村渠筑登之親雲上 乾隆 51 年（1786）11 ⽉ 28
⽇ 

福州琉球館 

No.7 慶良間渡嘉敷間切渡嘉敷村 進貢⼩唐船佐事 ⼩嶺筑登之親雲上 道光 11 年（1831）5 ⽉ 9 ⽇ （不明） 
No.8 渡嘉敷間切阿波連村 ⼤船定加⼦ ⽟城筑登之 道光 27 年（1847）4 ⽉ 13 ⽇ （不明） 
No.9 渡嘉敷間切 （不明） 与那嶺筑登之 昭和 11 年（1936）合葬 （不明） 

＊1 表中の⾚字は、1980 年代調査データを 2013 年に確認し修正したもの。 

◎墓碑 

No.3 ⼤城筑登之親雲上（福建師範⼤学）             No.4 新屋之仲村渠仁屋（福州⾟亥⾰命記念館） 

   


